
町 田 市 議 会 だ よ り （２）平成２０年（２００８年）７月３０日 No.１６９

　

宮
坂
け
い
子
（
公
明
党
）

　

�　

有
料
化
よ
り
約
三
年
さ
ら

な
る
ご
み
資
源
策
を
進
め
新
た
な

無
料
回
収
の
拡
大
や
、
ご
み
袋
の

価
格
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

資
源
化
を
進
め
て
有
料

化
に
よ
る
負
担
を
下
げ
て
い
く
基

本
路
線
に
つ
い
て
は
、
実
効
あ
る

施
策
を
さ
ら
に
検
討
し
、
早
目
に

方
向
性
を
出
し
て
い
き
た
い
。

　

環
境
資
源
部
長　

手
数
料
に
つ

い
て
は
も
う
少
し
、
こ
の
ま
ま
続

け
て
い
き
た
い
。

問

　

�　

徘
徊
高
齢
者
の
早
期
発
見

の
た
め
、
携
帯
電
話
等
の
メ
ー
ル

活
用
や
他
市
と
の
連
携
強
化
を
。

　

い
き
い
き
健
康
部
長　

メ
ー
ル

配
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
は
、

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

�　

家
庭
の
防
災
強
化
の
推
進

や
、
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
に
防

災
情
報
の
メ
ー
ル
配
信
を
求
め
る
。

　

防
災
安
全
担
当
部
長　

現
在
、

防
災
情
報
を
携
帯
電
話
な
ど
の
端

末
へ
伝
え
る
メ
ー
ル
配
信
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問問

　

山
下
哲
也
（
公
明
党
）　

　

�　

町
内
会
・
自
治
会
の
加
入

促
進
策
を
積
極
的
に
講
じ
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

　

市
長　

今
後
、
新
た
な
加
入
促

進
策
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
窓
口
に
転
入
の
届

け
に
来
ら
れ
た
方
に
チ
ラ
シ
を
配

付
、
ま
た
、
建
設
業
者
等
を
通
じ

て
入
居
者
に
加
入
促
進
チ
ラ
シ
の

配
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
域
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

問

　

�　

車
い
す
用
階
段
昇
降
機
の

介
護
保
険
の
認
定
を
求
め
る
が
。

　

い
き
い
き
健
康
部
長　

も
う
少

し
調
査
し
、
な
る
べ
く
早
く
方
向

性
を
出
す
よ
う
研
究
し
た
い
。

　

�　

体
育
施
設
な
ど
に
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
の
設
置
を
し
た

り
、
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
や

ひ
な
た
村
を
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
場
と
し
て
提
供
し
て
は
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　

体

育
施
設
の
配
置
計
画
や
運
営
方
法

の
中
で
総
合
的
に
研
究
し
ま
す
。

問問

　

佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

七
五
歳
以
上
に
医
療
差
別

を
持
ち
込
む
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
対
す
る
怒
り
の
声
と
影
響
を

ど
う
受
け
と
め
て
い
る
か
。

　

い
き
い
き
健
康
部
長　

さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
ま
す
が
、
八
年
前
の
介
護
保

険
導
入
時
と
比
べ
て
も
、
町
田
市

に
お
い
て
は
混
乱
が
な
か
っ
た
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

�　

周
産
期
医
療
へ
の
医
師
・

看
護
師
の
確
保
と
、
市
財
政
か
ら

問問

の
必
要
な
支
援
を
図
る
べ
き
だ
が

ど
う
か
。

　

岩
崎
副
市
長　

一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
出
し
は
、
全
国
で
上
か
ら

五
、
六
番
目
の
金
額
が
出
て
い
る

状
況
で
す
。

　

�　

自
転
車
利
用
者
の
安
全
対

策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

建
設
部
長　

今
後
も
啓
発
活
動

を
続
け
る
と
と
も
に
、
警
察
や
交

通
安
全
協
会
と
も
連
携
を
と
り
、

さ
ら
に
効
果
的
な
啓
発
方
法
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問

町

内

会

・

自

治

会

の

加

入

促

進

策

を

「
長
寿
医
療
制
度
」

と

は

何

ご

と

か

　

佐
藤
伸
一
郎（
ま
ち
だ
新
世
紀
）

　

�　

小
田
急
多
摩
線
延
伸
に
つ

い
て
、
今
後
、
町
田
市
は
相
模
原

市
と
共
同
し
て
調
査
を
実
施
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

町
田
副
市
長　

検
討
結
果
や
北

部
丘
陵
地
域
の
整
備
方
針
を
踏
ま

え
た
上
で
、
今
後
は
課
題
整
理
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
と
と
も

に
、
相
模
原
市
と
の
共
同
調
査
等

に
向
け
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

�　

小
山
片
所
谷
戸
に
生
息
す

る
生
物
種
が
絶
滅
の
危
機
に
直
面

問問

し
て
い
る
。
市
は
引
き
続
き
保
全

に
向
け
努
力
さ
れ
た
い
が
ど
う
か
。

　

町
田
副
市
長　

地
権
者
の
皆
様

は
区
画
整
理
事
業
の
計
画
を
さ
れ

て
お
り
、
市
と
し
て
は
引
き
続
き

谷
戸
の
保
全
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

　

�　

過
去
に
質
問
し
た
道
路
情

報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
問
う
。

　

岩
崎
副
市
長　

二
〇
一
〇
年
の

稼
働
を
目
指
し
て
道
路
管
理
シ
ス

テ
ム
の
導
入
も
新
た
に
検
討
を
開

始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

問

　

伊
藤
泰
人（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

（
仮
称
）
町
田
市
産
業
振

興
基
本
条
例
の
制
定
は
基
本
方
針

検
討
委
員
会
の
報
告
書
が
ま
と
め

ら
れ
て
か
ら
二
年
以
上
が
経
過
し

た
が
、
策
定
作
業
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　

経
済
観
光
部
長　

今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
す
が
、
七
月
か
ら
八

月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行

っ
た
上
で
、
条
例
は
第
四
回
定
例

会
を
考
え
て
い
ま
す
。
報
告
書
の

内
容
は
、
お
お
む
ね
条
例
に
反
映

問

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

�　

地
産
地
消
を
拡
大
す
る
た

め
に
「
日
曜
朝
市
」
の
各
地
域
開

催
を
提
案
す
る
が
、
実
現
の
可
能

性
は
あ
る
か
。

　

経
済
観
光
部
長　

ベ
ー
ス
と
な

る
農
業
生
産
物
の
供
給
が
拡
大
で

き
る
状
況
が
見
え
て
き
た
段
階
で

各
地
域
の
朝
市
の
展
開
を
考
え
て

い
き
た
い
。
今
の
段
階
だ
と
、
ま

だ
生
産
者
と
の
調
整
と
か
、
生
産

計
画
に
つ
い
て
の
確
認
と
い
う
と

こ
ろ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

問

町

田

市

の

産

業

活

性

化

を

求

め

て

小

田

急

多

摩

線

・

片

所

谷

戸

の

保

全

　

細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�　

成
人
健
診
を
四
月
か
ら
有

料
化
し
た
理
由
は
。

　

い
き
い
き
健
康
部
長　

市
民
の

方
々
に
健
康
に
暮
ら
し
て
も
ら
う

た
め
の
健
康
づ
く
り
を
、
若
い
と

き
か
ら
意
識
を
持
っ
て
実
践
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

�　

「
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
、

公
衆
衛
生
の
向
上
、
増
進
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
憲

法
に
照
ら
し
、
無
料
に
戻
す
べ
き

だ
が
、
ど
う
か
。

問問

　

岩
崎
副
市
長　

公
平
性
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
受
診
さ
れ

る
方
に
健
康
を
強
く
意
識
し
て
い

た
だ
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
健
康
が

促
進
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

�　

小
学
一
年
生
の
生
活
指
導

補
助
者
配
置
期
間
は
必
要
に
応
じ

て
延
長
す
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

既
に
十
分
な

成
果
が
あ
る
も
の
と
受
け
と
め
て

お
り
、
し
た
が
っ
て
、
今
後
も
派

遣
の
期
間
は
二
カ
月
を
目
安
に
活

用
し
ま
す
。

問

成

人

健

康

診

査

の

無

料

化

を

求

め

て

ご

み

袋

の

価

格

を

見

直

す

べ

き

で

は

市政に望む�一般質問�
　今回の定例会では、６月５日、６日、９日、１０日
の４日間にわたり、２８名の議員が市政を取り巻く
諸問題について、意見・提案をまじえながら、
市長などの考えをただしました。�
　質問、答弁の要旨は次のとおりです。�

　

上
野
孝
典
（
公
明
党
）

　

�　

三
菱
化
学
生
命
科
学
研
究

所
（
南
大
谷
）
は
二
〇
一
〇
年
三

月
に
解
散
さ
れ
る
方
針
だ
が
、
跡

地
利
用
に
関
す
る
情
報
は
。

　

町
田
副
市
長　

ま
だ
研
究
所
の

解
散
だ
け
で
、
跡
地
が
ど
う
な
る

か
は
全
く
の
白
紙
状
態
で
す
。

　

�　

老
人
ク
ラ
ブ
運
営
費
補
助

金
は
独
居
高
齢
者
へ
の
訪
問
活
動

な
ど
、
実
態
に
合
わ
せ
た
使
途
基

準
に
変
更
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

い
き
い
き
健
康
部
長　

東
京
都

問問

の
指
導
に
よ
り
補
助
金
を
定
め
て

い
ま
す
。
基
準
の
緩
和
に
つ
い
て

は
、
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

�　

軽
度
発
達
障
が
い
児
へ
の

特
別
支
援
教
育
の
進
捗
状
況
は
。

　

学
校
教
育
部
長　

昨
年
度
は
、

市
立
小
学
校
へ
入
学
す
る
子
ど
も

の
た
め
の
就
学
支
援
シ
ー
ト
の
作

成
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
教
職

員
の
対
応
力
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
で
、
昨
年
度
、
研
修
を
八
講
座

開
設
し
、
延
べ
一
、
三
六
三
名
の

教
職
員
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

問

三

菱

生

命

科

学

研

の

跡

地

利

用

は

町田市町内会自治会連合会の事務所
（市民フォーラム内）

　

吉
村
こ
ず
え（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

学
校
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

結
ぶ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割

は
重
要
で
あ
る
。
活
動
手
引
き
や

研
修
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
つ
い
て
各
校
の
情
報
交

換
に
主
眼
を
置
い
た
連
絡
を
考
え

た
い
。
あ
わ
せ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
ニ
ー
ズ
や
活
用
状
況

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

�　

学
校
図
書
指
導
員
と
一
般

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
位
置
づ
け
を
同

問問

一
に
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

予
算
を
一
本

化
す
る
こ
と
で
、
柔
軟
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

　

�　

多
様
な
人
材
を
集
め
る
た

め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
に
工
夫

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

今
後
は
、
よ

り
効
果
的
な
募
集
Ｐ
Ｒ
は
も
と
よ

り
、
学
校
を
支
援
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
、
新
た

な
仕
組
み
づ
く
り
も
視
野
に
入
れ

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

学

校

支

援

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

充

実

を

！

　

齋
藤
祐
善（
民
主
党
・
社
民
ネ
ッ
ト
）

　

�　

施
策
と
連
動
し
た
職
員
研

修
に
つ
い
て
。

　

総
務
部
長　

町
田
市
職
員
人
材

育
成
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
研
修

体
系
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

�　

国
際
版
画
美
術
館
・
市
立

博
物
館
の
未
来
像
と
し
て
、
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
う

な
構
想
は
描
け
な
い
か
。

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長　

意

義
は
十
分
理
解
で
き
ま
す
。
今
後

前
向
き
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問問

　

�　

地
域
に
お
け
る
教
育
資
源

の
棚
卸
し
作
業
が
必
要
と
思
う
が

ど
う
か
。

　

教
育
長　

現
在
、
小
学
校
で
は

生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間

等
で
地
域
の
自
然
や
公
園
、
施
設
、

人
材
を
含
め
て
、
教
育
資
源
を
活

用
し
た
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
地
域
教
育
資
源
の
把
握

や
新
た
な
開
拓
、
そ
れ
ら
を
よ
り

効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
教

員
研
修
等
を
通
じ
て
指
導
法
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問

美

術

・

博

物

館

の

未

来

像

に

つ

い

て


